
みどりと清流
日本共産党 中野あきと・事務所ニュース

中野あきと事務所

〒191-0041 日野市南平6-25-1

南平ビル１階

TEL・FAX 042-599-3350

発行責任者 小林 進

第180号

2017年
9月号

しん
ぶん 赤旗

南平駅

浅川

法律・生活相談など
お気軽にお立ち寄り下さい

中野あきと事務所

日刊紙１ヶ月 3497円

日曜版１ヶ月 823円

お申し込み 党南多摩事務所

TEL 042-374-4384

または中野事務所へ

「
売
り
言
葉
に
買
い
言
葉
と

い
う
こ
と
が
あ
る
。
万
が
一

の
こ
と
に
な
っ
た
ら
大
変
だ
」

と
、
問
い
か
け
て
き
た
の
は

東
京
大
空
襲
を
体
験
さ
れ
た
方
。
北

朝
鮮
問
題
に
対
し
て
真
顔
で
そ
う
言

い
ま
す
。
６
回
目
と
な
る
核
実
験
の

強
行
。
た
び
重
な
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル

の
発
射
。
許
し
が
た
い
暴
挙
で
す
。

日
本
共
産
党
は
そ
の
都
度
、
厳
重
な

抗
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
▼
志
位
委

員
長
は
談
話
で
「
い
ま
、
最
も
危
険

な
の
は
米
朝
の
緊
張
が
エ
ス
カ
レ
ー

ト
す
る
な
か
で
、
偶
発
的
な
事
態
や

誤
算
な
ど
に
よ
っ
て
軍
事
衝
突
が
起

き
る
事
態
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
」

「
万
が
一
に
も
そ
う
し
た
事
態
が
起

き
れ
ば
深
刻
な
被
害
が
日
本
に
も
及

ぶ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
▼
国
連
安
保

理
も
「
対
話
を
通
じ
た
解
決
」
を
呼

び
か
け
、
各
国
か
ら
は
「
制
裁
だ
け

で
は
な
く
対
話
を
」
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
安
倍
首
相
は

「
今
は
対
話
の
時
で
は
な
い
」
と
、

軍
事
と
経
済
圧
力
一
辺
倒
の
姿
勢
で

す
。
事
態
を
解
決
す
る
ど
こ
ろ
か
、

こ
ん
な
危
険
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
憲
法
９
条

を
持
つ
日
本
こ
そ
、
果
た
す
べ
き
役

割
が
あ
る
は
ず
で
す
。
「
い
ま
こ
そ

対
話
に
踏
み
切
れ
」
と
、
ア
メ
リ
カ

に
説
く
べ
き
で
す
。
対
話
を
否
定
す

る
一
方
で
、
北
朝
鮮
問
題
を
も
っ
ぱ

ら
軍
拡
と
改
憲
に
利
用
す
る
な
ど
、

と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
（
Ｋ
）

短信

■
追
加
対
策
で
食
の
安
全
・

安
心
は
確
保
で
き
な
い

小
池
知
事
が
、
「
よ
り
現
実
的
」

な
「
新
た
な
方
針
」
だ
と
し
て
打

ち
出
し
て
き
た
追
加
対
策
が
、
地

下
水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
機
能
強
化

と
、
「
盛
り
土
」
が
な
か
っ
た
こ

と
に
代
わ
る
地
下
空
間
対
策
で
す
。

地
下
水
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
汚

染
さ
れ
た
地
下
水
で
「
盛
り
土
」

が
汚
染
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
も

の
で
す
が
、
本
格
稼
働
し
て
10
カ

月
が
経
つ
の
に
、
地
下
水
は
目
標

の
水
位
ま
で
下
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

追
加
対
策
で
地
下
水
が
目
標
の
水

位
に
下
が
る
保
障
も
な
い
こ
と
が

党
都
議
団
の
追
及
で
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
盛
り
土
」
に
代
わ
る

対
策
は
「
換
気
と
地
下
ピ
ッ
ト
内

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
」
で
す
が
、

揮
発
性
ガ
ス
の
地
下
空
間
内
へ
の

侵
入
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
て
も
、

完
全
に
遮
断
す
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
豊
洲
新
市
場
の
土
壌

や
地
下
水
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
汚
染

が
残
っ
て
い
る
か
の
検
証
も
さ
れ

て
い
な
い
の
に
、
こ
ん
な
ず
さ
ん

な
追
加
対
策
で
豊
洲
新
市
場
を
開

場
す
る
な
ど
あ
り
得
な
い
話
で
す
。

■
民
間
主
導
の
再
開
発
で
は

「
築
地
ブ
ラ
ン
ド
」
は
守

れ
な
い

都
議
選
直
前
の
「
基
本
方
針
」

発
表
の
際
、
知
事
は
「
築
地
は
守

る
」
「
売
却
せ
ず
に
市
場
と
し
て

の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
の
方
策

を
見
出
し
て
い
き
た
い
」
と
明
言

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
小
池
知
事
が
打
ち

出
し
て
き
た
の
は
「
民
間
主
導

に
よ
る
築
地
再
開
発
」
で
、

「
築
地
ブ
ラ
ン
ド
」
を
守
る
具

体
的
な
方
策
は
何
一
つ
示
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
「
築
地
ブ
ラ

ン
ド
」
は
、
築
地
市
場
の
仲
卸

の
目
利
き
な
ど
、
築
地
市
場
で

働
く
事
業
者
の
方
々
の
日
々
の

努
力
で
培
わ
れ
て
き
た
も
の
。

市
場
と
し
て
の
機
能
を
し
っ
か

り
確
保
す
る
こ
と
な
し
に
成
り

立
た
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

■
市
場
業
者
の
合
意
も
お
か

ま
い
な
し
に

し
か
も
、
こ
の
「
新
た
な
方
針
」

に
市
場
業
者
の
合
意
が
得
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
。
実
際

に
多
く
の
市
場
業
者
の
方
々
か
ら

は
怒
り
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
の

で
す
。

市
場
の
開
設
者
は
東
京
都
で
す

が
、
市
場
を
運
営
す
る
の
は
業
者

の
み
な
さ
ん
で
あ
り
、
市
場
業
者

の
合
意
形
成
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

し
か
し
小
池
知
事
は
「
理
解
を
求

め
て
い
く
」
「
て
い
ね
い
に
説
明

す
る
」
と
言
う
だ
け
で
、
「
合
意

が
前
提
」
と
は
決
し
て
口
に
し
ま

せ
ん
。
市
場
業
者
の
合
意
も
得
な

い
で
豊
洲
移
転
の
推
進

す
る
な
ど
許
さ
れ
る
は

ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。プロフィール

1968年10月19日 広島県広島市生まれ 48歳
家族 妻、長女（５歳）長男（２歳）
趣味 バスケット観戦
現在 日本共産党南多摩地区委員長

准中央委員、東京都委員

《衆院東京21区》

日本共産党予定候補に

田川ゆたかさん

土
壌
も
地
下
水
も
環
境
基
準
以
下
に
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
無
害
化
」
が
豊
洲
新
市
場

を
開
場
す
る
前
提
条
件
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
小
池
知
事
は
、
「
よ
り
現
実
的
」
な
「
新

た
な
方
針
」
に
変
更
す
る
と
言
っ
て
、
こ
の
大
事
な
約
束
を
公
然
と
反
故
に
し
ま
し
た
。

「
無
害
化
」
方
針
を
撤
回
し
て
食
の
安
全
・
安
心
が
確
保
で
き
る
の
か
、
と
い
う
日
本

共
産
党
都
議
団
の
質
問
に
は
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

◇豊洲市場問題◇

臨時都議会で明らかになったこと 中野あきと



《２０１７年 10月の無料法律相談 》

市役所６階 共産党控室 午後１時～３時

10月 1２日（木）

※予約が必要ですので、お申し込み下さい。

ご
感
想
・
ご
意
見
を

お

寄

せ

下

さ

い

。

生活相談のご案内

市民の皆さんの生活における悩みや不安などに対し、生

活相談をおこなっています。

秘密厳守。無料です。お気軽にご相談ください。

（お問合せ）中野あきと事務所 (599)3350へ

シルバーパスの改善を！
請願署名始まる

「三多摩格差をなくす会」はシルバーパスの改善

を求める署名活動を行っています（東京都へ請願）。

●多摩都市モノレールでシルバーパスが利用でき

るようにしてほしい。

●シルバーパスの費用負担は現在1,000円と20,5

10円の2段階であるが、所得段階に応じて3,000

円、5,000円などの段階も設定してほしい。

９月６日、７日に七生公会堂前で行われた署名

活動では、９月はシルバーパスの更新時期でもあ

り、２日間で２７０筆を越

える署名が集まり関心の高

さを示しました。引き続き

日野市各地で署名行動を行

うとのことです。

日本共産党市議団の質問に大坪日野市長

「核兵器禁止条約は批准を」

７月７日、被爆者をはじめとする世界の悲願が実り

「核兵器禁止条約」が国連で採択されました。日本共

産党は、日本の政党として唯一、志位委員長を団長と

する代表団を送り討論にも参加。条約成立に尽力して

きました。一方、日本政府は、核保有国の不参加を理

由に国連の会議を欠席。内外から強い批判を浴びまし

た。地球上から核兵器を無くす上で、いま、日本国民

が果たさなければならない役割は重要です。全国で

「条約への参加・批准」を政府に求める運動に取り組

むことが大切です。

日野市では、９月市議会に「参加・批准を政府に求

める請願」が、市民から提出されました。日本共産党

のちかざわ美樹市議は、「核兵器廃絶の歴史的第一歩」

と本会議質問で条約の意義を強調。日野市の積極的対

応を求めると同時に、条約に対する市長の見解を質し

ました。大坪市長は「今年、長崎で行われた平和市長

会にも参加した。条約批准はここでも確認されている。

日本政府も批准すべきだ」と答えました。

１
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
９
月
日
野
市
議

会
で
、
市
政
に
変
化
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

４
月
の
市
長
選
、
６
月
の
都
議
選
で
焦
点

と
な
っ
た
保
育
園
の
待
機
児
、
学
校
ト
イ
レ

の
改
修
、
ミ
ニ
バ
ス
・
ワ
ゴ
ン
タ
ク
シ
ー
の

充
実
な
ど
の
問
題
で
、
市
政
や
市
議
会
が
動

き
出
し
て
い
る
の
で
す
。

保
育
園
の
待
機
児
問
題
で
は
、
日
本
共
産

党
市
議
団
の
大
高
哲
史
議
員
の
一
般
質
問
に

答
え
る
中
で
、
こ
の
２
年
間
で
新
た
に
６
園

の
認
可
保
育
園
の
増
設
を
は
じ
め
と
し
て
総

定
員
８
２
０
名
の
拡
大
を
図
り
待
機
児
解
消

を
実
現
し
た
い
と
表
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
ト
イ
レ
の
改
修
問
題
で
は
、

こ
の
９
月
の
補
正
予
算
で
新
た
に
４
校
分
の

改
修
予
算
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

ミ
ニ
バ
ス
・
ワ
ゴ
ン
タ
ク
シ
ー
充
実
の
課

題
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
で
他
の
会
派
の
議

員
か
ら
も
相
次
い
で
一
般
質
問
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

選
挙
と
い
う
の
は
市
民
の
声
を
示
し
政
治

を
動
か
す
た
い
へ
ん
重
要
な
機
会
。
そ
の
こ

と
を
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

問われる新都議会

各議員のチェック機能

日本共産党都議団は、都議選でも

大争点となった豊洲移転問題で、十

分な審議時間の確保、知事との一問

一答の審議、市場関係者などの参考

人招致を求めてきました。

しかし、都民ファーストと公明党

が、その実現に背を向け、実現しま

せんでした。先の都議選で、都民の

多数の支持を得た都民ファーストが

掲げた「東京大改革」とは何だった

のかが問われる重大な事態です。

共産党都議団は、小池都政に是々

非々の立場ですが、今回の豊洲問題

は、はっきり「非」の立場で、チェッ

ク機能を果たすため奮闘しました。

都議選で寄せられた願い、掲げた公

約の実現へ、引き続き全力を尽くし

ます。

中野あきと

《
９
月
日
野
市
議
会
》

市
長
選
・
都
議
選
を
へ
て
市
政
に
変
化
も朝晩も涼しくなって、日野市の水田も

秋の実りを迎えています。


